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   Ｈ０４Ｎ   5/66     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   7/173    (2011.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/36     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/377    (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/66    　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ   7/173   ６３０　
   Ｇ０９Ｇ   5/36    ５１０Ｍ
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   Ｇ０９Ｇ   5/36    ５２０Ｐ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５５５Ｄ
   Ｇ０９Ｇ   5/36    ５２０Ｌ
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成26年2月7日(2014.2.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つの動画を複数の画像領域に分割することによって得られる複数の分割動画を入力す
る入力手段と、
　前記分割動画毎に、シーンの切り替わりを検出する検出手段と、
　前記検出手段で検出されるシーンの切り替わりのタイミングに基づいて各分割動画のフ
レームの時間位置を調整することで、分割動画間のフレームの同期をとる同期化手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記同期化手段は、前記シーンの切り替わりの検出結果から、シーンの切り替わりのタ
イミングが他の分割動画のシーンの切り替わりに対して遅れている分割動画を特定し、前
記特定した分割動画以外の分割動画のフレームを、該分割動画のシーンの切り替わりのタ
イミングに対する前記特定した分割動画のシーンの切り替わりのタイミングの遅延量分だ
け遅らせる
ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記同期化手段は、前記シーンの切り替わりの検出結果から、シーンの切り替わりのタ
イミングが最も遅い分割動画を特定し、分割動画毎に、その分割動画のフレームを、該分
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割動画のシーンの切り替わりのタイミングに対する前記特定した分割動画のシーンの切り
替わりのタイミングの遅延量分だけ遅らせる
ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　１つの動画を複数の画像領域に分割することによって得られる複数の分割動画を入力す
る入力手段と、
　各分割動画のフレームの画像からエッジを検出する検出手段と、
　前記検出手段で検出されるエッジが分割動画間で連続的に繋がるように各分割動画のフ
レームの時間位置を調整することで、分割動画間のフレームの同期をとる同期化手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項５】
　前記複数の分割動画のフレームの画像を合成し、合成画像を生成する合成手段を更に有
し、
　前記検出手段は、前記合成画像からエッジを検出し、
　前記同期化手段は、前記検出手段で検出されるエッジが分割動画間で連続的に繋がり、
且つ、前記検出手段で分割動画間の境界に沿ったエッジが検出されなくなるように各分割
動画のフレームの時間位置を調整することで、分割動画間のフレームの同期をとる
ことを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記同期化手段は、前記エッジの検出結果から、フレームの時間位置が他の分割動画の
フレームの時間位置に対して遅れている領域を特定し、前記特定した分割動画以外の分割
動画のフレームを、前記特定した分割動画のフレームよりも遅らせる
ことを特徴とする請求項４または５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　画像処理装置により実行される画像処理方法であって、
　１つの動画を複数の画像領域に分割することによって得られる複数の分割動画を入力す
る入力ステップと、
　前記分割動画毎に、シーンの切り替わりを検出する検出ステップと、
　前記検出ステップで検出されるシーンの切り替わりのタイミングに基づいて各分割動画
のフレームの時間位置を調整することで、分割動画間のフレームの同期をとる同期化ステ
ップと、
を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項８】
　前記同期化ステップでは、前記シーンの切り替わりの検出結果から、シーンの切り替わ
りのタイミングが他の分割動画のシーンの切り替わりに対して遅れている分割動画を特定
し、前記特定した分割動画以外の分割動画のフレームを、該分割動画のシーンの切り替わ
りのタイミングに対する前記特定した分割動画のシーンの切り替わりのタイミングの遅延
量分だけ遅らせる
ことを特徴とする請求項７に記載の画像処理方法。
【請求項９】
　前記同期化ステップでは、前記シーンの切り替わりの検出結果から、シーンの切り替わ
りのタイミングが最も遅い分割動画を特定し、分割動画毎に、その分割動画のフレームを
、該分割動画のシーンの切り替わりのタイミングに対する前記特定した分割動画のシーン
の切り替わりのタイミングの遅延量分だけ遅らせる
ことを特徴とする請求項７に記載の画像処理方法。
【請求項１０】
　画像処理装置により実行される画像処理方法であって、
　１つの動画を複数の画像領域に分割することによって得られる複数の分割動画を入力す
る入力ステップと、
　各分割動画のフレームの画像からエッジを検出する検出ステップと、
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　前記検出ステップで検出されるエッジが分割動画間で連続的に繋がるように各分割動画
のフレームの時間位置を調整することで、分割動画間のフレームの同期をとる同期化ステ
ップと、
を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１１】
　前記複数の分割動画のフレームの画像を合成し、合成画像を生成する合成ステップを更
に有し、
　前記検出ステップでは、前記合成画像からエッジを検出し、
　前記同期化ステップでは、前記検出ステップで検出されるエッジが分割動画間で連続的
に繋がり、且つ、前記検出ステップで分割動画間の境界に沿ったエッジが検出されなくな
るように各分割動画のフレームの時間位置を調整することで、分割動画間のフレームの同
期をとる
ことを特徴とする請求項１０に記載の画像処理方法。
【請求項１２】
　前記同期化ステップでは、前記エッジの検出結果から、フレームの時間位置が他の分割
動画のフレームの時間位置に対して遅れている領域を特定し、前記特定した分割動画以外
の分割動画のフレームを、前記特定した分割動画のフレームよりも遅らせる
ことを特徴とする請求項１０または１１に記載の画像処理方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の第１の態様は、１つの動画を複数の画像領域に分割することによって得られる
複数の分割動画を入力する入力手段と、前記分割動画毎に、シーンの切り替わりを検出す
る検出手段と、前記検出手段で検出されるシーンの切り替わりのタイミングに基づいて各
分割動画のフレームの時間位置を調整することで、分割動画間のフレームの同期をとる同
期化手段と、を有することを特徴とする画像処理装置である。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の第３の態様は、画像処理装置により実行される画像処理方法であって、１つの
動画を複数の画像領域に分割することによって得られる複数の分割動画を入力する入力ス
テップと、前記分割動画毎に、シーンの切り替わりを検出する検出ステップと、前記検出
ステップで検出されるシーンの切り替わりのタイミングに基づいて各分割動画のフレーム
の時間位置を調整することで、分割動画間のフレームの同期をとる同期化ステップと、を
有することを特徴とする画像処理方法である。
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